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TDD道場 

2012年4月14日 

 わんくま同盟 
名古屋勉強会 #21 

  

TDD 
やってみよう! 

 

biac 
 

ATEAMセミナールーム 
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自己紹介 
• 著書 
– 「速攻入門 C#」 (2012/3) 

技術評論社、共著 
– 「ソフトな彼女とハードな彼

氏。」(2012/3) アジャイルマイ
ンドvol.1 掲載 

• 記事 
– 連載 「C#でTDD入門」 

CodeZine 
– 「Metroスタイルアプリの開発者

が知るべき3つのこと」 
@IT - .NET開発者中心 
…etc. 

biac (山本 康彦) 
 

BluewaterSoft 
http://www.bluewatersoft.jp/ 

• 名古屋大学工学部(修士) 
• HONDA R&Dで自動車設計 
• 1994～ ソフトウェア業界 
• 2012～ BluewaterSoft 

ソフトウェア 
開発 

Windows 8 Metro Style App. 
Windows Phone 7 
…Windows系の最新技術 
 
TDD(コーディング技法)の普及 

 
著作 
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Test 

Driven 

Development 
 
  テスト駆動開発 
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    TDD – テスト駆動開発 
 
・「テスト」と言ってるけど、 
    TDDは品質保証テストじゃない。 
 

・「開発」と言ってるけど、 
    TDDは開発プロセスじゃない。 
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TDDの考案者 

Kent Beck の言葉 
“Test Driven Development: By Example” (2002) より。 

 
We drive development with automated tests, 

a style of development called Test-Driven 

Development (TDD). 

「

」 
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                         具体的には? 
                            “Test Driven Development: By Example” (2002) より。 

 
In Test-Driven Development, we 
・Write new code only if an automated test has failed 
・Eliminate duplication 
These are two simple rules. 
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本日の 
ハイライト 

•Visual Studio 
11 βの新機能
に触る!! 
•NUnitの統合 

• Fakesフレームワーク 
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宣伝 

• 詳しくは
CodeZineの記事
を読んでね♪ 

• http://codezine.jp/ 
article/detail/6491/ 
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本日のお題 
≪テストファースト≫ 

 

時刻によって変わる挨拶 
 

string Say() メソッド 
      int NowHour プロパティ 
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スペック 

• Say() 
時刻に応じた挨
拶を返す 

• NowHour 
現在時刻の時間 

string Say() 
 
 
 
 
 
int NowHour 

条件: 現在の時間 出力 

 5時以上 10時未満 “おはよう” 

10時以上 24時未満 “こんにちは” 

 0時以上  5時未満 “こんにちは” 

出力 

現在時刻の時の部分 (0～23) 

外部とのインターフェイス部分 (ここではシ
ステムクロック) を分離しておくのは定石 
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ちょっと 
やってみた 

• NowHourに仮実装
(常に5を返す)を与
えて、ひとつめは
GREENにできた。 

• このままでは、次を
GREENにできない! 
さぁ、どうする!? 

/// <summary>現在の時を返します。</summary> 
public virtual int NowHour 
{ 
    get { 
        return 5;   // 仮実装 
    } 
} 
 
/// <returns>挨拶の文字列を返します。 
/// 5時から10時までは「おはよう」、 
/// それ以外は「こんにちは」</returns> 
public string Say() 
{ 
    if (NowHour >= 5) 
        return "おはよう"; 
 
    return "こんにちは"; 
} 



わんくま同盟 名古屋勉強会 #21 – TDD道場 #10 12/15 

◆ 一案 
テスト無しで、先に NowHour プロパ
ティを実装してしまう。 
さらに、そこに #if ディレクティブを
使って細工を仕込む。 
 
 



わんくま同盟 名古屋勉強会 #21 – TDD道場 #10 13/15 

◆ 別案 
string Say() メソッドのシグネチャを
変える ⇒ string Say(int hour) 
 
◆ また別案 
interfaceを定義して、DI 出来るようにし、
モックを使う 
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                         颯爽登場! 

              Fakes Framework 
 
■ Stub: オーバーライド可能なメソッドに、 
   別の実装を与えられる 
■ Shim: どんなメソッドでも、その入出力を 
   横取りできる (ただし、超高コスト) 

昔の名前は 
“Mole” (もぐら) 
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始めよう! 

• 言語: C# 

• xUnit: NUnit 2.6 


